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政
府
が
「
消
費
税

還
元
セ
ー
ル
」
の
実

施
を
禁
止
す
る
法
案

を
衆
議
院
に
提
出
し

た
と
い
う
記
事
を
読

み
、目
を
疑
っ
た
。
▼
来
年
４
月
に
消

費
税
が
８
％
に
引
き
上
げ
ら
れ
れ
ば
、

消
費
は
確
実
に
冷
え
込
む
。
そ
の
際
の

自
衛
策
と
し
て
の
、小
売
業
者
の
努
力

(

還
元
セ
ー
ル)

を
封
じ
込
め
る
な
ど
と

は
、ま
る
で
ど
こ
か
の
国
の
よ
う
に
、価

格
統
制
を
す
る
国
だ
っ
た
の
か
と
疑
い

た
く
な
る
。
▼
「
還
元
セ
ー
ル
」
が
い

け
な
い
と
か
、こ
う
い
う
表
示
は
禁
止

す
る
と
い
っ
た
こ
と
は
、公
取
委
や
業

者
に
任
せ
れ
ば
良
い
話
で
あ
る
。
小
売

業
者
な
ど
は
、消
費
増
税
が
な
さ
れ
た

ら
そ
の
分
を
い
か
に
下
げ
る
か
と
い
う

知
恵
を
色
々
と
働
か
せ
る
。
▼
不
当
な

こ
と
を
す
る
小
売
業
者
が
い
れ
ば
現
行

法
で
も
取
り
締
ま
れ
る
し
、増
税
分
を

上
乗
せ
し
て
支
払
っ
て
い
る
か
は
、公

取
委
が
チ
エ
ッ
ク
す
れ
ば
済
む
話
で
あ

る
。
▼
そ
も
そ
も
消
費
者
に
も
プ
ラ
ス

に
な
る
こ
と
を
法
律
で
禁
止
す
る
と
い

う
こ
と
は
お
か
し
な
こ
と
で
あ
る
。
▼

政
府
は
高
支
持
率
と
民
主
党
の
低
迷

を
背
景
と
し
て
、今
回
の
法
案
だ
け
で

な
く
、消
費
者
訴
訟
法
案
も
財
界
の
反

対
で
閣
議
決
定
を
一
時
延
期
し
た
り
、

Ｔ
Ｐ
Ｐ
が
日
本
の
将
来
に
ど
ん
な
影
響

を
与
え
る
の
か
も
分
か
り
に
く
い
ま
ま

進
め
た
り
し
て
い
る
。
▼
労
働
者
は
消

費
者
で
も
あ
る
。
消
費
者
を
無
視
し

た
政
策
に
は
行
動
を
起
こ
す
こ
と
が
必

要
で
は
な
い
か
。

　

連
合
鹿
児
島
の
東
幸
也
会
長
は
主

催
者
あ
い
さ
つ
で
、
地
方
に
は
ア
ベ

ノ
ミ
ク
ス
に
よ
る
景
気
回
復
の
実
感

は
な
い
と
し
な
が
ら
、「
急
激
な
円

格
差
社
会
、暮
ら
し
の
底
上
げ
実
現
」

に
向
け
た
特
別
決
議
や
４
・
28
「
主

権
回
復
式
典
」
開
催
に
抗
議
す
る
決

議
を
採
択
し
ま
し
た
。

メ
ー
デ
ー
会
場
で

カ
ン
ボ
ジ
ア
カ
ン
パ
の
取
り
組
み

　

連
合
が
主
催
す
る
メ
ー
デ
ー
鹿
児

島
中
央
集
会
で
「
カ
ン
ボ
ジ
ア
子
ど

も
支
援
カ
ン
パ
」
の
取
り
組
み
を
行

い
８
４
，
８
９
２
円
の
カ
ン
パ
が
集

ま
り
ま
し
た
。

　

今
回
の
メ
ー
デ
ー
鹿
児
島
中
央
で

は
、
カ
ン
ボ
ジ
ア
子
ど
も
支
援
カ
ン

パ
の
取
り
組
み
と
す
る
こ
と
が
確
認

さ
れ
ま
し
た
。

　

県
労
福
協
は
カ
ン
パ
に
取
り
組
む

た
め
の
ブ
ー
ス
を
設
け
る
と
共
に
、

急
遽
、
今
年
カ
ン
ボ
ジ
ア
支
援
に
参

加
さ
れ
た
人
や
労
金
、
連
合
組
合
員

等
約
20
名
の
協
力
を
得
て
、
メ
ー

デ
ー
集
会
会
場
で
カ
ン
パ
の
取
り
組

み
を
行
い
ま
し
た
。

第
84
回
メ
ー
デ
ー
開
催

メ
ー
デ
ー
は
働
く
人
た
ち
が
主
役
。
声
を
ひ
と
つ
に
仲
間
を
集
め
て
、
安
心

し
て
暮
ら
せ
る
未
来
を
み
ん
な
で
つ
く
ろ
う
！
（
連
合
鹿
児
島
ス
ロ
ー
ガ
ン
）

　

５
月
１
日
は
、
労
働
者
の
祭
典
メ
ー
デ
ー
。
連
合
鹿
児
島
（
東
幸
也
会
長
）
は
、
第
84
回
メ
ー
デ
ー
県
中
央
集
会
を

４
月
27
日
、
鹿
児
島
市
の
中
央
公
園
で
開
催
。
組
合
員
や
家
族
約
３
，
０
０
０
人
が
参
加
し
ま
し
た
。
集
会
で
は
、
長

引
く
デ
フ
レ
経
済
、
格
差
貧
困
問
題
の
拡
大
や
不
安
定
雇
用
の
増
大
、
社
会
保
障
へ
の
不
安
が
続
い
て
い
る
中
で
、
暮

ら
し
の
底
上
げ
を
果
た
し
て
、「
働
く
こ
と
を
軸
と
す
る
安
心
社
会
の
実
現
」
を
め
ざ
す
こ
と
の
メ
ー
デ
ー
宣
言
を
採

択
し
ま
し
た
。
来
賓
と
し
て
、伊
藤
祐
一
郎
県
知
事
、森
博
幸
鹿
児
島
市
長
、そ
れ
に
各
政
党
代
表
も
出
席
し
ま
し
た
。

引
き
続
き
デ
モ
行
進
も
あ
り
、
参
加
者
は
「
賃
上
げ
で
デ
フ
レ
脱
却
」
等
を
訴
え
な
が
ら
天
文
館
を
行
進
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、県
労
連
等
が
主
催
す
る
県
中
央
集
会
は
５
月
１
日
、鹿
児
中
央
駅
前
広
場
で
開
催
。４
０
０
人
が
参
加
し
、「
全

労
働
者
の
賃
金
引
き
上
げ
、
長
時
間
労
働
の
是
正
、
安
定
し
た
雇
用
」
を
求
め
る
宣
言
を
採
択
し
ま
し
た
。
引
き
続
き

参
加
者
は
、天
文
館
に
向
け
て
デ
モ
行
進
を
行
い
ま
し
た

安
で
輸
入
品
が
値
上
が
り
し
生
活
が

厳
し
く
な
る
イ
ン
フ
レ
も
懸
念
さ
れ

る
」
と
述
べ
ま
し
た
。
春
季
生
活
闘

争
に
つ
い
て
は
、
現
時
点
で
は
概
ね

昨
年
並
み
の
引
き
上
げ
が
維
持
で
き

て
い
る
と
し
な
が
ら
、
依
然
と
し
て

全
国
と
の
格
差
是
正
は
厳
し
い
状
況

で
あ
る
と
述
べ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
非
正
規
労
働
者
な
ど
厳

し
い
雇
用
環
境
下
で
働
く
労
働
者

に
対
し
て
は
、「
組
織
さ
れ
た
労

働
者
が
連
帯
の
手
を
差
し
延
べ

て
、
全
労
働
者
の
労
働
条
件
の
向
上

ブースでカンパをするメーデー参加者

あいさつする東幸也連合
鹿児島会長

連合鹿児島の県中央メーデー

を
実
現
さ
せ
よ
う
」と
訴
え
ま
し
た
。

　

集
会
で
は
、「
Ｓ
Ｔ
О
Ｐ　

Ｔ
Ｈ
Ｅ
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お問い合わせは、最寄りのろうきん各支店までご連絡下さい。 

鹿 児 島 支 店
（099）225-2211
出 水 支 店
（0996）62-1660

ローンセンター鹿児島
（099）239-1320
加 治 木 支 店
（0995）63-1155

鹿児島南支店
（099）253-5678
志 布 志 支 店
（099）472-3671

大 島 支 店
（0997）52-2531
種 子 島 支 店
（0997）22-0832

鹿 屋 支 店
（0994）44-6622
大 口 支 店
（0995）22-7111

川 内 支 店
（0996）23-3260
徳 之 島 支 店
（0997）83-2551

加 世 田 支 店
（0993）53-2500
鹿児島県庁支店
（099）250-2345
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春
季
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ

交
流
会
開
催

鹿
児
島
・
日
置
地
区
退
職
者
友
の
会

「
ツ
カ
エ
ル
ホ
イ
ッ
ス
ル
」

贈
呈
式 

志
布
志
支
店

第
10
回
Ｎ
Ｐ
Ｏ
助
成
フ
ォ
ー
ラ
ム
の

開
催
と
助
成
団
体
決
定
の
お
知
ら
せ

ロ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
の
営
業

時
間
の
見
直
し
に
つ
い
て

緊張した面持ちの“ぴっかぴか”の一年生
（大崎町提供）

楽しそうにプレーに興じる皆さん

　

日
置
市
の
伊
集
院
総
合
運
動
公
園

に
て
２
０
１
３
年
４
月
16
日
、
春
季

鹿
児
島
・
日
置
地
区
ろ
う
き
ん
友
の

会
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会
が
開
催

さ
れ
ま
し
た
。
本
大
会
は
、
グ
ラ
ウ

ン
ド
ゴ
ル
フ
を
通
じ
て
、
鹿
児
島
地

区
と
日
置
地
区
の
ろ
う
き
ん
退
職
者

友
の
会
の
交
流
を
図
る
こ
と
を
目
的

に
年
２
回
開
催
し
て
お
り
、
今
回
も

63
名
が
参
加
の
下
、
盛
大
に
行
わ
れ

ま
し
た
。

　

当
日
は
天
候
に
も
恵
ま
れ
、
各
地

区
で
構
成
さ
れ
た
グ
ル
ー
プ
（
鹿
児

島
５
チ
ー
ム
・
日
置
９
チ
ー
ム
）
が

一
緒
に
ラ
ウ
ン
ド
し
、
大
会
中
は
あ

ち
ら
こ
ち
ら
か
ら
、「
あ
い
や
、
し
も

た
！
」「
そ
い
じ
ゃ
が
！
ホ
ー
ル
イ

ン
ワ
ン
じ
ゃ
�
」
等
の
楽
し
げ
な
声

が
飛
び
交
い
ま
し
た
。

　

大
会
は
、
日
置
市
の
池
上
成
明
さ

ん
が
優
勝
さ
れ
、
鹿
児
島
チ
ー
ム
か

ら
は
、「
今
回
も
優
勝
カ
ッ
プ
を
持
っ

て
い
か
れ
ま
し
た
。
練
習
を
重
ね
、

次
回
こ
そ
は
カ
ッ
プ
を
持
っ
て
帰
り

ま
す
！
」
と
の
決
意
表
明
も
あ
り
、

次
回
の
秋
季
大
会
に
向
け
、
既
に
ス

タ
ー
ト
を
切
っ
た
よ
う
な
盛
り
上
が

り
を
見
せ
ま
し
た
。

【
順
位
】（
敬
称
略
）

優
勝　

池
上
成
明
（
日
置
市
Ａ
）	
34
打

２
位　

駒
水
喜
代
子
（
日
置
市
Ｅ
）	

37
打

３
位　

辻　

幸
代
（
日
置
市
Ｉ
）	

37
打

　

志
布
志
支
店
で
は
４
月
22
日
、
曽

於
郡
大
崎
町
の
大
崎
小
学
校
に
お
い

て
、
大
崎
町
内
６
つ
の
小
学
校
に
入

学
し
た
新
一
年
生
を
対
象
に
、
防
犯

に
役
立
て
て
も
ら
お
う
と
、「
ツ
カ

エ
ル
ホ
イ
ッ
ス
ル
」
の
贈
呈
式
を
行

　

ロ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
の
円
滑
な
運
営

の
た
め
５
月
７
日
よ
り
、営
業
時
間
、

及
び
営
業
日
の
見
直
し
を
実
施
さ
せ

て
頂
き
ま
し
た
。
変
更
後
の
営
業
時

間
は
、
平
日
：
10
時
～
19
時
ま
で
、

土
日
：
10
時
～
17
時
ま
で
と
し
、
毎

週
水
曜
日
に
つ
い
て
は
休
業
日
と
な

り
ま
す
（
祝
日
に
つ
い
て
は
基
本
的

に
休
業
日
と
な
り
ま
す
が
、
土
日
と

重
な
る
場
合
は
営
業
し
ま
す
）。
ご

迷
惑
を
お
掛
け
し
ま
す
が
、
ご
理
解

を
頂
き
、
引
き
続
き
の
ご
利
用
を
宜

し
く
お
願
い
し
ま
す
。

　

来
る
５
月
24
日
、
第
10
回
Ｎ
Ｐ
Ｏ

４
位　

立
山
松
義
（
鹿
児
島
市
Ｅ
）	

37
打

５
位　

松
林
勝
三
（
鹿
児
島
市
Ｂ
）	

38
打

Ｂ
Ｂ
賞　

内
屋
咲
子
（
日
置
市
Ｂ
）

い
ま
し
た
（
大
崎
町
広
報
紙
に
も
掲

載
予
定
）。

　

代
表
で
受
け
取
っ
た
新
一
年
生
の

女
子
は
、「
学
校
の
行
き
帰
り
に
何

か
あ
っ
た
ら
吹
き
た
い
と
思
い
ま

す
」
と
、
初
々
し
く
答
え
て
い
ま
し

た
。
ま
た
、
校
長
先
生
・
教
頭
先
生

か
ら
も
、「
例
年
、
大
変
あ
り
が
た
く

活
用
さ
せ
て
も
ら
っ
て
い
ま
す
」
と

の
感
謝
の
言
葉
を
頂
き
ま
し
た
。

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人 

ガ
ジ
ュ
マ
ル
種

子
島

特
定
非
営
利
活

動
法
人
Ｔ
ｕ
ｒ

ｔ
ｌ
ｅ 

Ｃ
ｒ

ｅ
ｗ

特
定
非
営
利

活
動
法
人 

フ
ー
ド
バ
ン
ク

か
ご
し
ま

霧

島

市 

心
肺
蘇
生
の
会

特

定

非

営

利
活
動
法
人 

Ｎ
Ｐ
Ｏ
か
ご
し
ま

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
会
議

ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
グ
ル
ー
プ 

さ
わ
や
か
会

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人 

生
き
生
き
サ

ポ
ー
ト
シ
ル

バ
ー
エ
イ
ジ

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人 

縄
文
の
森
を 

つ
く
ろ
う
会

助
成
団
体
名

第
10
回
Ｎ
Ｐ
Ｏ
助
成
団
体

商
店
街
・
地
域
の
活
性
化

の
為
、
商
店
街
に
お
け
る

音
楽
放
送
、
ミ
ニ
Ｆ
Ｍ
放

送
イ
ベ
ン
ト
の
開
催

海
亀
保
護
等
の
活
動
を
通

じ
、
地
元
の
子
供
た
ち
に

「
ひ
と
も
自
然
の
一
部
」
で

あ
る
こ
と
を
伝
え
る
「
う

み
が
め
ま
つ
り
」
の
開
催

フ
ー
ド
バ
ン
ク
活
動
の
周

知
・
普
及

心
肺
蘇
生
法
・
Ａ
Ｅ
Ｄ
取

扱
の
普
及
と
、
救
命
率
の

向
上
を
目
指
す

大
規
模
災
害
に
対
す
る
専

門
家
に
よ
る
セ
ミ
ナ
ー
の

開
催
、
自
主
防
災
組
織
の

結
成
及
び
活
動
の
充
実

東
日
本
大
震
災
の
被
災
地

に
笑
顔
と
元
気
を
届
け
る

と
と
も
に
、
被
災
地
の
状

況
を
知
ら
せ
、
支
援
の
輪

を
広
げ
る

高
齢
者
の
ひ
と
り
暮
ら
し

の
入
院
保
証

市
民
の
健
康
増
進
や
観
光

客
の
為
の
ウ
オ
ー
キ
ン
グ

ロ
ー
ド
作
り 

支
援
内
容
（
目
的
）

30
万
円

30
万
円

30
万
円

30
万
円

30
万
円

15
万
円

15
万
円

30
万
円

助
成
金
額

審
査
委
員

審
査
委
員

審
査
委
員

審
査
委
員

審
査
委
員

審
査
委
員
長

第
10
回
Ｎ
Ｐ
Ｏ
助
成
鹿
児
島
地
区
審
査
委
員

日
高　

耕
一

東　
　

幸
也

平
田　
　

優

佐
潟　

隆
一

陶
山　

賢
治

平
井　

一
臣

Ｎ
Ｐ
Ｏ
助
成
審
査
委

員
・
氏
名
（
敬
称
略
）

社
会
福
祉
協
議
会

労
働
団
体

生
活
協
同
組
合

マ
ス
メ
デ
ィ
ア

マ
ス
メ
デ
ィ
ア

学
識
経
験
者

※
ご
不
明
な
点
が
ご
ざ
い
ま
し
た
ら
、
ロ
ー

ン
セ
ン
タ
ー
鹿
児
島
（
℡
０
９
９

－

２
３
９

－

１
３
２
０
）ま
で
お
問
い
合
わ
せ
下
さ
い
。

変
更
内
容

営
業
日
水
曜
日
は
休
業
日
と
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

営
業
時
間
平
日
10
：
00
～
19
：
00

助
成
フ
ォ
ー
ラ
ム
を
開
催
し
ま
す
。

締
め
切
り
の
３
月
末
ま
で
に
県
内
30

団
体
か
ら
助
成
の
応
募
が
あ
り
、
４

月
22
日
に
開
催
し
た
第
２
回
審
査
委

員
会
に
お
い
て
、
審
査
委
員
の
皆
さ

ん
に
よ
る
厳
正
な
る
審
査
が
行
わ
れ

ま
し
た
。
そ
の
結
果
、
今
回
に
つ
い

て
は
、
左
記
８
団
体
へ
の
助
成
が
確

認
さ
れ
ま
し
た
。



（4）全 労 済
2013年５月15日

第 630 号

団
体
生
命
共
済
制
度
改
定
に
つ
い
て

　

団
体
生
命
共
済
は
、
１
９
６
５
年
に

実
施
し
て
以
来
、
労
働
組
合
等
団
体
の

構
成
員
の
助
け
合
い
を
具
現
化
し
た
主

力
共
済
と
し
て
、
２
０
１
２
年
５
月
末

現
在
、
約
６
０
０
万
件
の
ご
利
用
を
い

た
だ
い
て
お
り
ま
す
。

　

現
状
の
医
療
保
障
等
の
社
会
的
な

ニ
ー
ズ
の
高
ま
り
を
受
け
て
、
よ
り
積

極
的
な
ご
利
用
と
と
も
に
、
各
協
力
団

体
に
お
け
る
福
利
厚
生
の
充
実
、
組
合

員
の
最
適
保
障
に
つ
な
が
る
よ
う
に
２

０
１
３
年
６
月
か
ら
制
度
改
定
を
実
施

し
ま
す
。

制
度
改
定
の
主
な
特
長
点

　

社
会
的
な
保
障
の
ニ
ー
ズ
を
踏
ま
え

て
、
次
の
２
点
を
制
度
改
定
の
柱
と
し

て
い
ま
す
。

①
医
療
保
障
の
充
実

②
障
が
い
保
障
の
充
実

　

具
体
的
な
内
容
は
下
段
を
ご
参
照
願

い
ま
す
。

　

な
お
、
下
段
の
改
定
内
容
は
、
い
ず

れ
も
、
２
０
１
３
年
６
月
１
日
か
ら
一

斉
に
適
用
さ
れ
ま
す
。

　

全
労
済
は
こ
れ
か
ら
も「
助
け
合
い
」

の
機
能
を
強
化
し
、
協
力
団
体
お
よ
び

地
域
組
合
員
の
保
障
の
充
実
に
向
け
た

制
度
改
定
と
保
障
の
提
案
活
動
を
進
め

て
い
き
ま
す
。

団
体
生
命
共
済
の
制
度
改
定
実
施
の
お
知
ら
せ　
【
２
０
１
３
年
６
月
改
定
】

1 2 3 4 5 6
入院日数

7

７日間入院

支払い

４日間入院

A:３日間入院 B:３日間入院

入院日数

７日間入院

支払い

４日間入院

A:３日間入院 B:３日間入院

≪現 行≫ ≪改定後≫

1 2 3 4 5 6 7
日目 日目 日目 日目目日 目日日目目日 目日 目日 目日日目日目日目

A・Bともに A・Bともに

（１）現行の支払事由に下線部の項目を追加
　　①恒久的心臓ペースメーカーを装着したもの
　　　　※�一時的な装着や既装着の恒久的心臓ペースメーカー・その付属品（電池など）の交換

を除く。
　　②心臓に人工弁を置換したもの
　　　　※�人工弁を再置換する場合、および既に人工弁を置換した部位とは異なる部位に人工弁

を置換する場合を除く。
　　③腎臓の機能を全く永久に失い、かつ、人工透析法または腎移植を受けたもの
　　　　※一時的な人工透析療法を除く。
　　④直腸を切断し、かつ、人工肛門を造設したもの
　　⑤ぼうこうを全摘出し、かつ、人工ぼうこうを造設したもの

（２）保障上限年齢の引き上げ
 　＜現　行＞　　　　⇒　　　　＜改定後＞
　　満65歳未満　　　　　　　　満66歳未満

災害入院共済金と病気入院共済金の支払要件を改善します。

病気入院特約における疾病障害見舞金を以下のとおり改善します。

　〔現　 行〕　連続して５日以上入院したときに、１日目から保障
　〔改定後〕　１日以上入院したときに、１日目から保障（日帰り入院を含む）

【例】　入院日額５，000円付帯でご契約されている場合、
〔現　行〕　４日間入院→５日未満の入院のため、お支払いの対象とはなりません。
〔改定後〕　４日間入院→１日以上入院のため、４日×５，000円=20，000円お支払いします。

（注）�災害入院共済金は、入院の原因となる不慮の事故が2013年５月31日以前に発生していた場合、
入院開始日が2013年６月１日以降であっても、５日未満の入院のときはお支払いの対象とはな
りません。
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｢

全
労
済
ぐ
り
ん
ぼ
う｣

で
は
、｢

地
域
の
方
と

の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
大
切
に
す
る｣

と
い

う
観
点
か
ら
、
毎
月
週
１
回
カ
ラ
ー
セ
ラ
ピ
ー
な

ど｢

わ
た
し
ス
タ
イ
ル
塾(

各
種
セ
ミ
ナ
ー
）｣

を

開
催
し
て
い
ま
す
。

　

お
申
し
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ
に
つ
い
て
は
、

｢

ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
・
バ
ラ
ン
ス
か
ご
し
ま｣

ま

で
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

✿
❀ 「
わ
た
し
ス
タ
イ
ル
塾
」の
ご
案
内 

❀
✿

２
０
１
３
年
４
月
人
事
異
動
の
ご
案
内

全
労
済
ぐ
り
ん
ぼ
う
の
ご
案
内

開催日 講座内容 講　　師 講座料金
5月21日（火）
10時～12時

スタイリッシュレッスン
～ウオーキング＆ファッションアドバイス～

  ファッション＆ウオーキングディレクター
  赤岩　広志

2,000円

5月28日（火）
10時～12時

輝く私のカラーレッスン
～爽やかな夏のファッションテクニック～

  Color　Qualia代表
  小浜田　倫子

2,000円

6月4日（火）
10時～12時

リンパマッサージ
～リンパマッサージで健康美人～

  リンパ美容セラピスト養成講師
  川﨑　勝子

2,000円

6月11日（火）
10時～12時

自分を癒す経絡マッサージ
～腰痛体操でぽっこりおなかにさようなら～

  NPO法人らくらく理事長
  中村　雪子

2,000円

6月18日（火）
10時～12時

スタイリッシュレッスン
～ウオーキング＆ファッションアドバイス～

  ファッション＆ウオーキングディレクター
  赤岩　広志

2,000円

6月25日（火）
10時～12時

輝く私のカラーレッスン
～パーソナルカラーコーディネート～

  Color　Qualia代表
  小浜田　倫子

2,000円

2013年５月～６月の講座

お問い合わせ・ご連絡先

営業時間

鹿児島市城南町７-28
  ０１２０-０７０-４７７

平　日　 ９時～ 18時
土曜日　10時～ 16時
　　　　（日・祝日は休業）

●

● ●

●

全
労
済

ぐ
り
ん
ぼ
う
鹿
児
島

〒

ＰＣデポ

ガスト

エルグ

城南小

駐車場完備

↑ 

い
づ
ろ

225

場所／全労済ぐりんぼう鹿児島　４階会議室　　住所／鹿児島市城南町7-28　※駐車場完備
お申し込み・お問い合わせ先／〔ワーク・ライフ・バランスかごしま〕　TEL：090－8228－6649（担当：平野）
　※希望される講座をお申し込みください。（１回のセミナーから受講いただけます。）
　※講座料金には材料費・資料代・お茶代・お菓子代が含まれています。
　※定員が５人に満たない場合は中止させていただく場合がありますのでご了承ください。

　

皆
さ
ん
、「
保
障
の
見

直
し
」
は
、
ど
の
よ
う
に

行
わ
れ
て
い
ま
す
か
？

　

ひ
ょ
っ
と
す
る
と
、「
面

倒
だ
か
ら
、毎
年
（
毎
回
）

同
じ
内
容
で
継
続
し
て
い

る
」
と
い
う
方
も
い
ら
っ

し
ゃ
る
の
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。

　

し
か
し
、
例
え
ば
、
マ

イ
カ
ー
共
済
の
「
運
転
者

年
齢
条
件
」
で
、
同
居
の

お
子
さ
ま
の
年
齢
が
21
歳

以
上
に
な
っ
て
い
て
も
、

い
つ
ま
で
も
「
全
年
齢
保

障｣

に
し
て
い
た
り
等
、

過
剰
な
保
障
や
余
分
な
掛

金
支
出
に
気
づ
か
な
い
こ

と
が
あ
り
ま
す
。

　

そ
の
よ
う
な
こ
と
が
な

い
よ
う
に
、
全
労
済
ぐ
り

ん
ぼ
う
で
の
定
期
的
な

「
保
障
の
見
直
し
」
を
お

す
す
め
し
ま
す
。

　

専
門
家
の
視
点
か
ら
、

皆
さ
ん
に
適
し
た
「
保
障

の
見
直
し
」
を
ア
ド
バ
イ

ス
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

す
。

　

全
労
済
ぐ
り
ん
ぼ
う
へ

の
ご
来
店
を
心
よ
り
お
待

ち
し
て
お
り
ま
す
。

　
　
　

※
（　

）
内
は
、
旧
所
属
で
す
。

【
転
入
】

　

■
林　

健
太
郎

　
　
　
　
　
　
　
　

鹿
児
島
県
本
部
事
業
推
進
部

　
　
　
　
　
　
　
　

推
進
企
画
課

　
　
　
　
　
　
　
　
（
長
崎
県
本
部
事
業
推
進
部

　
　
　
　
　
　
　
　

 

長
崎
支
所
）

　

こ
の
4
月
か
ら
長
崎
よ
り
推
進
企
画
課
に
着
任
し
ま
し

た
。
人
柄
土
地
柄
に
馴
染
む
こ
と
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
て
い
ま

す
。吸
収
で
き
る
こ
と
、発
揮
で
き
る
こ
と
を
し
っ
か
り
や
っ

て
い
き
ま
す
の
で
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

　

■
秋
枝　

将
平

　
　
　
　
　
　
　
　

鹿
児
島
県
本
部
事
業
推
進
部

　
　
　
　
　
　
　
　

ぐ
り
ん
ぼ
う
鹿
児
島
組
織
法
人

　
　
　
　
　
　
　
　

セ
ク
シ
ョ
ン

　

一
刻
も
早
く
、
組
合
員
の
方
の
お
役
に
立
て
る
よ
う
自
己

研
鑽
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

ま
だ
不
慣
れ
な
こ
と
ば
か
り
で
す
が
、
全
力
で
頑
張
り
ま

す
の
で
、
ご
指
導
ご
鞭
撻
の
程
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し

ま
す
。

【
転
出
】

　

■
日
高　

靖
人　

　
　
　
　
　
　
　
　

長
崎
県
本
部
事
業
推
進
部

　
　
　
　
　
　
　
　
（
鹿
児
島
県
本
部
事
業
推
進
部

　
　
　
　
　
　
　
　

 

推
進
企
画
課
）　　
　

　

在
任
中
は
色
々
と
お
世
話
に
な
り
ま
し
た
。
鹿
児
島
で
の

経
験
を
最
大
限
に
発
揮
し
、
邁
進
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま

す
。

　

今
後
と
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

保障相談・各種手
続きの窓口として
お気軽にご利用く
ださい。訪問による
相談も承ります。

暮らしに役立つセミ
ナーや、お子さまも
楽しめるイベント等
を開催しています。

書籍・絵本等を設
定しています。

人と情報と共済が
出会える場所です。

家庭のリビング感
覚で落ち着き、じっ
くり相談できます。

http://www.zenrosai.coop

■全労済ぐりんぼう鹿児島
TEL ０１２０－０７０－４７７

【平日】 9:00～18:00

【土曜】10:00～16:00（日曜・祝日除く）

■全労済ぐりんぼう鹿屋
TEL ０１２０－０７０－４７７

【平日】 9:00～17:00

（土・日曜・祝日除く）

■全労済ぐりんぼう奄美
TEL ０９９７－５３－６０３１

【平日】 9:00～17:00

（土・日曜・祝日除く）

ぐりんぼう 検索
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る
よ
う
に
な
る
だ
け
で
、
精
神

症
状
が
改
善
さ
れ
る
場
合
も
あ

り
ま
す
。

　

Ｑ　

薬
物
療
法
に
は
ほ
か
に

ど
ん
な
も
の
が
あ
り
ま
す
か
。

　

Ａ　

日
中
も
緊
張
や
不
安
が

強
く
て
日
常
生
活
に
支
障
が

あ
る
場
合
は
、
抗
不
安
薬
が
処

方
さ
れ
ま
す
。
心
身
を
リ
ラ
ッ

ク
ス
さ
せ
て
過
度
の
緊
張
を
と

り
、悪
循
環
を
や
わ
ら
げ
ま
す
。

落
ち
込
み
が
ひ
ど
く
、
自
分
を

責
め
、死
に
た
い
と
考
え
た
り
、

身
体
的
に
も
ひ
ど
い
だ
る
さ
が

あ
る
場
合
は
、
抗
う
つ
薬
が
処

方
さ
れ
ま
す
。
過
度
の
ス
ト
レ

ス
に
よ
っ
て
損
な
わ
れ
た
神
経

細
胞
の
修
復
を
助
け
る
薬
で
、

一
定
期
間
き
ち
ん
と
飲
み
続
け

る
こ
と
が
大
切
で
す
。
う
つ
も

体
の
病
気
の
一
つ
な
の
で
す
。

　

Ｑ　

精
神
療
法
に
は
ど
ん
な

も
の
が
あ
る
の
で
し
ょ
う
か
？

　

Ａ　

精
神
科
医
や
臨
床
心
理

士
に
よ
る
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
、

認
知
行
動
療
法
、
グ
ル
ー
プ
セ

ラ
ピ
ー
な
ど
が
あ
り
ま
す
。
認

知
行
動
療
法
は
毎
日
の
思
考
パ

タ
ー
ン
を
記
録
し
て
ふ
り
か

え
っ
て
、
悲
観
的
な
思
考
を
ポ

ジ
テ
ィ
ブ
な
も
の
に
変
え
る
た

め
の
練
習
を
お
こ
な
う
も
の

で
、
う
つ
病
に
大
き
な
効
果
が

あ
る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

Ｑ　

こ
こ
ろ
の
病

の
治
療
法
に
は
ど
ん

な
も
の
が
あ
る
の
で

し
ょ
う
か
？

　

Ａ　

ま
ず
生
活
と

ス
ト
レ
ス
の
見
直
し

で
す
。
睡
眠
と
食
事

は
と
れ
て
い
る
か
、

過
度
の
緊
張
や
心
身

の
疲
労
、
ス
ト
レ
ス

が
な
い
か
、
人
間
関

係
は
ど
う
か
な
ど
を

見
直
し
ま
す
。
脳
の

休
養
に
は
睡
眠
が
不

可
欠
な
の
で
、
不
眠

症
状
が
あ
る
場
合
は

薬
物
療
法
と
し
て
睡

眠
導
入
剤
が
処
方
さ

「押し買い」規制

　

先
日
、男
の
料
理
教
室
（
鹿
児
島

地
協
主
催
）
に
参
加
さ
せ
て
頂
き
ま

し
た
。
年
輩
の
男
性
も
多
く
い
ら
し

て
、楽
し
か
っ
た
で
す
。
ま
た
、続
け

て
下
さ
る
よ
う
お
願
い
し
ま
す
�

　
　

 （
鹿
児
島
市
・
女
性
）

　
〝「
ぐ
り
ん
ぼ
う
」
の
名
前
の
由
来

を
教
え
て
〟
と
い
う
読
者
の
声
に
こ

た
え
て
、
さ
っ
そ
く
載
っ
て
い
ま
し

た
。
私
も
初
め
て
知
り
ま
し
た
。
な

る
ほ
ど
�
と
思
い
納
得
し
ま
し
た
。
な

か
な
か
い
い
ネ
ー
ミ
ン
グ
で
す
ね
。

（
出
水
市
・
女
性
）

　

今
月
号
（
第
６
２
８
号
）
も
楽
し

く
読
ま
せ
て
頂
き
ま
し
た
。
離
島
の

話
題
も
取
り
入
れ
て
頂
い
て
う
れ
し

い
で
す
。　
　
　
（
奄
美
市
・
男
性
）

　

働
く
の
に
元
気
が
で
る
企
画
を
よ
ろ

し
く
お
願
い
し
ま
す
。
楽
し
み
に
し
て

ま
す
�　
　
　
　
（
志
布
志
市
・
男
性
）

　

毎
日
の
お
仕
事
お
疲
れ
様
で
す
。
労

金
さ
ん
が
い
つ
も
職
場
に
来
て
く
だ
さ

る
の
で
と
て
も
助
か
っ
て
い
ま
す
。
こ

れ
か
ら
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

（
鹿
屋
市
・
女
性
）

　

子
供
３
人
が
仕
事
に
つ
き
ま
し
た

が
、
末
っ
子
が
今
年
、
専
門
学
校
の

２
年
生
で
す
。
ま
だ
ま
だ
頑
張
ら
な

く
て
は
ね
。
ク
イ
ズ
を
夫
婦
・
娘
と

楽
し
ん
で
解
い
て
い
ま
す
よ
。

（
奄
美
市
・
女
性
）

　

３
月
19
日
友
の
会
Ｇ
・
Ｇ
大
会
、

好
天
の
下
、快
い
汗
を
か
い
た
�

　
（
鹿
屋
市
・
男
性
）

　

今
ま
で
労
福
だ
よ
り
を
じ
っ
く
り

読
む
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

た
く
さ
ん
の
活
動
や
行
事
が
あ
っ
て
、

興
味
深
い
も
の
が
多
く
て
い
い
で
す
。

参
加
し
た
い
な
あ
と
思
っ
た
ら
、
平

日
の
開
催
で
し
た
。
残
念
で
し
た
。

（
さ
つ
ま
町
・
男
性
）

た
は
３
０
０
万
円
以
下
の
罰
金
が
科

さ
れ
ま
す
。

　

大
型
家
電
、
家
具
、
自
動
車
、
書

籍
・
Ｃ
Ｄ
・
Ｄ
Ｖ
Ｄ
・
ゲ
ー
ム
ソ
フ

ト
類
、
有
価
証
券
は
「
流
通
を
阻
害

す
る
恐
れ
が
あ
る
」
な
ど
と
し
て
規

制
の
対
象
外
と
な
り
ま
し
た
。

　

訪
問
業
者
が
貴
金
属
な

ど
を
強
引
に
安
く
買
い
取

る
「
押
し
買
い
」
を
規
制
す

る
改
正
特
定
商
取
引
法
が

２
月
21
日
に
施
行
さ
れ
ま

し
た
。
高
齢
者
や
女
性
を

中
心
に
全
国
で
急
増
す
る

被
害
を
防
ぐ
の
が
狙
い
で

す
。

　

改
正
法
の
施
行
で
、
売
り

主
の
依
頼
が
な
い
飛
び
込

み
で
の
訪
問
勧
誘
や
し
つ
こ

い
勧
誘
な
ど
が
禁
止
さ
れ
、
契
約
か

ら
８
日
以
内
な
ら
解
約
で
き
る
よ
う

に
な
り
ま
し
た
。
改
正
法
に
違
反
し

た
場
合
は
、
３
年
以
下
の
懲
役
、
ま

②治療のスタート
臨床心理士　山藤奈穂子

れ
ま
す
。
体
を
リ
ラ
ッ
ク
ス
さ
せ

て
入
眠
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
薬
で

す
。
毎
日
睡
眠
が
き
ち
ん
と
と
れ
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西
之
表
で
三
月
八
日
に
開
催
。
西

之
表
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
の
方

を
講
師
と
し
て
招
き
、
在
宅
介
護
に

お
い
て
の
介
護
者
の
注
意
点
や
心
構

え
を
重
点
的
に
講
話
し
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。
特
に
四
十
歳
以
上
の
方
が

利
用
で
き
る
介
護
保
険
制
度
の
説
明

に
は
、
対
象
と
な
る
世
代
の
方
が
多

く
出
席
し
て
い
た
こ
と
も
あ
り
、
質

問
も
多
く
出
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　

四
十
年
後
に
は
四
人
に
一
人
が
七

十
五
歳
以
上
と
い
う
超
高
齢
者
社
会

に
な
る
と
い
う
こ
と
で
、そ
の
人
の
生

活
・
人
生
を
尊
重
し
、
で
き
る
限
り

自
立
し
た
自
分
ら
し
い
生
活
を
送
れ

る
よ
う
に
支
援
す
る
『
自
立
支
援
』

が
重
要
に
な
る
と
い
う
こ
と
で
し
た
。

　

今
回
学
ん
だ
知
識
を
元
に
、
次
回

は
よ
り
実
践
的
な
教
室
も
企
画
し
て

行
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

(
報
告
者　

熊
毛
地
協　

西　

司)

　

宮
之
浦
地
区
公
民
館
で
三
月
三
十

日
に
開
催
。
年
度
末
の
忙
し
い
中
で

は
あ
り
ま
し
た
が
、
役
員
２
名
を
含

め
９
名
の
参
加
が
あ
り
、
自
治
労
屋

久
島
町
職
労
女
性
部
よ
り
講
師
（
２

名
）
を
派
遣
し
て
頂
き
ま
し
た
。

　

Ａ
・
Ｂ
・
Ｃ
の
三
班
に
分
か
れ
、

し
ま
し
た
。

　

ソ
フ
ト
バ
レ
ー
の
チ
ー
ム
の
組
み

合
わ
せ
は
、
組
合
ご
と
で
は
な
く
、

互
い
の
交
流
を
図
る
た
め
に
混
合
で

の
チ
ー
ム
編
成
と
し
ま
し
た
。
そ
の

参加者全員でハイ、ポーズ

姶良地区

北薩地区

北薩地区
伊佐地区

屋久島地区種子島地区

初めてにしては美味し
くできました

熊
毛
地
域
労
福
協

介
護
教
室
開
催

超
高
齢
者
社
会
を
見
据
え
て
…
…

熊
毛
地
域
労
福
協

男
の
料
理
教
室

大
隅
地
域
労
福
協

ソ
フ
ト
バ
レ
ー
で
交
流

食
材
購
入
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
、
レ
シ

ピ
と
講
師
の
指
導
を
頼
り
に
各
班
そ

れ
ぞ
れ
の
手
法
で
進
め
ま
し
た
。

　

メ
ニ
ュ
ー
は
、『
オ
ム
ラ
イ
ス
』『
鶏

の
唐
揚
げ
』『
グ
リ
ー
ン
サ
ラ
ダ
』『
コ

ン
ソ
メ
ス
ー
プ
』
の
４
品
で
す
。
試

食
会
で
は
、
見
事
に
各
班
そ
れ
ぞ
れ

の
特
徴
が
出
て
お
り
、
物
々
交
換
等

し
て
採
点
し
て
い
ま
し
た
。

　

普
段
か
ら
料
理
に
縁
が
な
い
方
に

は
良
い
経
験
と
な
り
、
料
理
を
得
意

と
す
る
方
に
も
、
良
い
勉
強
に
な
っ

た
よ
う
で
す
。

　

こ
の
事
業
を
通
し
て
他
単
産
と
の

十
分
な
交
流
、
そ
し
て
親
睦
を
深
め

る
こ
と
が
で
き
、
今
後
の
労
福
協
の

組
織
強
化
へ
と
繋
が
る
こ
と
と
思
い

ま
す
。

（
報
告
者　

熊
毛
地
協　

泉　

隆
一
）

　

吾
平
振
興
会
館
で
３
月
２
日
、
連

合
大
隅
青
年
委
員
会
・
労
福
協
・
単

産
別
ス
ポ
ー
ツ
大
会
を
開
催
。

　

参
加
は
41
名
で
、
毎
年
、
ボ
ウ
リ

ン
グ
大
会
を
実
施
し
て
い
ま
し
た

が
、
今
回
は
ソ
フ
ト
バ
レ
ー
を
実
施

カンボジア
子ども教育支援カンパ継続中

　昨年末はカンパ金で261名分の４教科の教
科書を寄贈しました。
　引き続きカンパの取り組みを行っていま
す。ご協力をお願い致します。
鹿児島84,892円、奄美　10,964円、姶良伊佐
24,163円、北薩35,186円、大隅13,758円

（５月１日現在）
■振込先
　金融機関　九州労働金庫鹿児島南支店
　口座№　　３２７３８６１
　口座名義　鹿児島県労働者福祉協議会

た
め
最
初

は
互
い
に

慣
れ
な
い

こ
と
も
あ

り
、
静
か

な
中
で
試

合
は
進
み

ま
し
た

が
、
次
第

に
打
ち
解

け
笑
い
声

や
歓
声
の

あ
が
る
試

合
展
開
に
な
り
ま
し
た
。

　

ま
た
大
会
後
の
懇
親
会
で
も
、
楽

し
く
交
流
を
深
め
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。

（
報
告
者
大
隅
地
協　

武
本
充
弘
）

第84回メーデー 地方開催のスナップ



月・火・木・金曜　10：00～ 19：00
土曜・日曜　10：00～ 17：00
（水曜・祝日は休業）

教育10年以内、その他７年以内
九州労働金庫の定める保証機関保 証 機 関

県内の中小企業にお勤めの方なら
　　　どなたでもご相談いただけます。

または

または

http://kyusyu.roukin.or.jp
＊九州ろうきんホームページアドレス

＊全労済ホームページアドレス

＊労福協ホームページアドレス
http://www.zenrosai.coop

http://kagoshima.rofuku.net/

1 0120ー２６２ー２５２
? 099ー２３９ー１３２０

結婚したい !
医療費がかさむ !
葬祭費用が…!
お子様の教育費 !

介護費用が要る !

育児費用が要る !
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〔
解
答
〕
は
必
ず
ハ
ガ
キ
で
、
住
所
、

名
前
、
職
場
名
、
郵
便
番
号
を
明
記

の
こ
と
。
１
人
１
通
に
限
り
ま
す
。

な
お
、
労
福
協
各
団
体
に
対
す
る
ご

意
見
な
ど
も
お
書
き
く
だ
さ
い
。
締

め
切
り
は
２
０
１
３
年
６
月
７
日
必

着
。
今
回
も
20
名
の
方
に
賞
品
を
進

呈
し
ま
す
。

〔
送
り
先
〕
〒
890
‐
00　
64
鹿
児
島
市

鴨
池
新
町
五
‐
七
‐
六
〇
三　

鹿
児

島
県
労
福
協
「
ク
イ
ズ
」
係

　

4
月
号
の
ク
イ
ズ
の
答
え

　

多
数
の
応
募
を
い
た
だ
き
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
応
募
総
数
は

79
通
で
、
79
通
が
正
解
で
し
た
。
厳

正
な
抽
選
の
結
果
、
下
記
の
20
人
が

当
選
さ
れ
ま
し
た
。

︿
解
き
方
﹀
「
傘
」
は
「
カ
サ
」
ま
た
は
「
サ
ン
」
と
読
ん
で
く

だ
さ
い
。
二
重
ワ
ク
の
４
文
字
を
う
ま
く
な
ら
べ
る
と
言
葉
が
で

き
ま
す
。
そ
れ
が
答
え
で
す
。
答
え
の
ヒ
ン
ト
・
中
の
絵
。

―
―
ヨ
コ
の
カ
ギ
―
―

１
　「
バ
イ
ウ
」
を
訓
読
み
す

る
と

３
　
連
日
の
…
…
に
心
ま
で
し

め
っ
ぽ
く
な
り
ま
す

５
　「
起
立
！
…
…
着
席
！
」

６
　
活
力
や
元
気

９
　
飛
び
出
る
ほ
ど
驚
く

10
　
国
民
栄
誉
賞
の
長
嶋
選
手

は
名
…
…
手
で
し
た

12
　
す
ず
り
で
、
水
を
た
め
る

た
め
の
へ
こ
ん
だ
と
こ
ろ

14
　「
…
…
茂
兵
衛
」
は
「
好

色
五
人
女
」
の
第
三
話
で

す

15
　
鵜
飼
い
で
有
名
な
…
…
の

長
良
川

17
　
満
員
…
…
止
め
の
大
盛
況

18
　
経
過
。
な
り
ゆ
き

22
　
大
変
だ
！
　
こ
こ
を
押
し

て
消
防
署
に
連
絡
を

―
―
タ
テ
の
カ
ギ
―
―

１
　
こ
の
鳥
の
尾
の
イ
メ
ー
ジ

か
ら
礼
服
が
つ
く
ら
れ
ま

し
た

２
　
婚
約
の
し
る
し
に
取
り
交

す

３
　
六
甲
山
地
（
神
戸
市
）
に

あ
る
…
…
温
泉

４
　「
右
手
」
の
古
い
言
い
か
た

５
　
鉄
道
の
線
路

７
　
実
際
に
は
役
に
立
た
な
い

練
習
。
…
…
の
上
の
水
練

８
　
ユ
ネ
ス
コ
が
決
め
ま
す
。

世
界
…
…

11
　
山
火
事
だ
！
　
…
…
に
山

を
か
け
お
り
た

13
　
７
月
に
…
…
議
員
選
挙
が

あ
る
予
定

14
　
本
能
寺
で
…
…
信
長
死
す

16
　
本
文
に
つ
け
た
し
て
書
く

17
　
び
く
と
も
し
な
い

19
　
反
対
、
あ
べ
こ
べ

20
　
二
つ
そ
ろ
っ
て
一
組
の
も

の

21
　
つ
り
道
具
の
一
つ

答え「シンリョク」
 　　（新緑）

ク
イ
ズ
当
選
者
（
敬
称
略
）

　

橋
野　

裕
明　
　

有
薗
さ
ゆ
り

　

伊
藤　

浩
平　
　

跡
上　

理
恵

　

冷
水　

幸
二　
　

松
元　

洋
子

　

村
尾　
　

岳　
　

星
原　

淳
志

　

日
髙　

啓
子　
　

中
尾　
　

智

　

木
村　

智
子　
　

帖
地　

貞
雄

　

髙
木　

広
子　
　

叶　
　

秀
和

　

日
高　

清
子　
　

福
島　
　

剛

　

朝
野　

千
草　
　

龍
造
寺
範
興

　

平
井　

孝
実　
　

福
留　

佳
奈

ひとりで悩んでいませんか？
安心ネットが、あなたを応援します

まずはお気軽にお電話を!

安心ネットかごしま
鹿児島市鴨池新町５番７号 県労働者福祉会館 6Ｆ

連合鹿児島地域協議会内 

0120-307-830

安心ネット姶良伊佐
霧島市隼人町見次1089-1 ユーミー隼人ビル101

連合姶良伊佐地域協議会内

0120-783-022

上記の地区以外の労働相談は 0120-154-052

■労働相談：月曜日～金曜日（祝日除く）
■介護相談：火曜日
■住宅なんでも相談：木曜日
■多重債務相談：火曜日・金曜日
　相談時間：午前10時～午後４時
　その他：休日、時間外のご相談は、別途対応します。
相談は無料。ただし、専門家に依頼する場合、別
途費用がかかる場合があります。


